




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































178 明治大学教養論集通巻508号 (20日・ 9)
が，この見解を支持するものとして活用される。犬の近くに，餌を持ってい
くと，犬は唾液を出す。餌という刺激が，唾液分泌の原因となるのであるが，
これは無条件的もしくは絶対的な反射である。餌を呈示する直前か，それと
同時に，ベルが鳴らされて，これが何度も繰り濃されると，条件付け反射が
確立される。その結果，犬は，餌が出されなくても，ただベルを鳴らしただ
けで，唾液を出すようになるのである。ここでは，唾液分泌という反応が，
元の刺激を連想させることになった新しい刺激によって，生まれているのだ。
心の働きも，体の運動と同じように，原子反射という複雑な条件付けにまで，
起調を遡ることが出来るのだから，意識と雷つでも，生理学的活動にたまた
ま伴われることになった働きでしかないのだ，というのである。
しかし，条件付け反射は，知的な適応とは別である。知的な適応は，行き
当たりばったりのプロセスでもなければ，何度も反復して打ち立てられる結
果でもなく，もっと直接的な仕方で的中されるものである。知的な適応とい
うのは，機械的な習慣などではなく， -{I聞の創法的な力能なのだ。条件付け
反射においては，振る舞いと言っても，それは観察されている当の事柄自体
であるのなく，ただの動きのことでしかなL、。ただの動きを振る舞いと受け
取ることは，それ自体，一つの全体としての有機体の側に，統一的な方向性
と活動が働いていることを，前提として認めることである。意識を持った有
機体は， 自分の同一性がそれによって保証されるような，何等かの意味を表
現しているのだ。他のセンターはそのままに，大脳だけが損傷した動物でも，
複雑な反射活動はできるが，条件付け反射は不可能になる (3九だとしたら，
条件付け反射も，実は目的志向的なもののように思われる。心というのは，
心を欠いた有機体の特徴をなす調節と連繋・協調の働きが，高次元にまで連
続をとげたものではあるが，心の存在は，やはり一個の原初的事実である。
心は，それ自身に固有な特異性と法則とを持った，新しいレヴェルの実在で
あるのだ。意識を持った有機体にも，生理・化学的もしくは生物学的な側面
は存在しているが，彼らの撮る舞いは，無意識的な有機体のそれとは異なっ
サルヴェパリー・ラーダークリシュナン「霊的理想主義の人生観」第6寧 179 
ている。
ゲシュタルト心理学は，全体には部分の単なる総和以上のものがあると主
張することで，意識の導入が行動を違ったものにするのだということを，合
意している。(一般に)意識の活動と無意識の活動に遭いがあるのは，体の
中には，体とは別の何かが，つまりは「魂」が存在しているからだ，という
信念が育っている。魂には，体の中に，松果体とか大脳といった局所的な住
まいが与えられているのだ，というのである。(しかしながら)観察される
現象は，体から独立した魂の眼に見えない存在とは，相容れない(そこで，
私たちは，次のように主張することになる)。動物の心というのは，自分の
体をコントロールする「アニマ(生命・魂)Jなどであるのではなく，自ら
の心的諸行為の組織体であるのだ。意識の現象は，生理学的影響によって決
定づけられる。心臓が鼓動を止めると，意識は消失する。窒素を三四度深く
吸い込めば，気を失ってしまう。肺に酸素が戻ってくれば，意識がまた現れ
る……。このように，私たちは心の活動を，体の複雑な部分の物理的変化と
関連付けて，識別することになる。その関連については，直接の知識は何も
ないのに，である。だがしかし，魂は体とその環境から独立しているのでは
ない。魂は，体を包んでいるか，体の一機能となるかの，どちらかであるに
違いない。アニミズムの正しい点は，意識にもとづく振る舞いは，物理的身
体の振る舞いとは黒鷲なのだとする点にある。生理学的知識を最大限に拡大
したところで，脳の構造から心的活動を推論する助けになるわけではない。
ちょうど生物が，どんな無生物のシステムよりも，遥かに高度な内的関連性
を伴った一つの全体であるように，心的なものもまた，体より高度な自己規
制とコントロールを表わしているからだ。心的なものを，生物の研究によっ
て理解することは，不可能である。アリストテレスは，魂の体に対する関係
は，視野の眼に対する関係や，斧の斧性に対する関係と，同じであると言っ
ている。斧の形態や物質などの検査をしたところで，ものを切る働きの説明
にはならないように，眼の物理的ならびに生理学的な検査をどんなに詳しく
180 明治大学教養論集通巻508号 (2015・9)
しでも，視野の現象の説明にはならないからだ。視野が，眼の事実性である
ように，魂は，人間の有機的な体の事実性であるのだ。私たちは心理学を，
物理学や生理学に還元することはできなし、。意識は，生気的なものや生物学
的なものから現われはするが，自分がそこから現れる当の生物的なものと同
じように実在的なものであって， (心的現象という〕生気的なものとは別な
ものたちとの，ある種の相互作用を表わしているのである。
環境は，意識をもった有機体と無関係な，ものではない。環境は彼らに(対
立しているのではなく，彼らに)属している。意識をもった有機体が暮らし
ている世界は，ただの物理的な世界ではない。意識のある個体と環境は，共
に，一つの全体を形成しているのだ。彼らは， (大きな全体の中で)他の者
たちと立ち混じって存在し，他の者たちそ相手に悪戦苦闘しているのである。
因呆性と創造性という物理的原理や，遺伝と変異という生物学的原理に応
えるものとして，私たちは，意識のレヴェルでは，生体を目的行動に駆り立
てる生のエネルギーである〈ホルメーhorme)(T. P. Nunn)と，記憶・刺
激の痕跡を形成する生のエネルギーとしての〈ムネーメ-mneme) 
(Semon)という，二つの性格を持っており，これらは，人間レヴェルでは，
(行動を推進する意志・意欲としての)動能のエネルギーと，記憶のエネル
ギーに相当する。活動の新しい特質や識別の新しい方法などが発達するのは，
すべて，ホルメーの傾向によっている。積の遺伝的性質に様々な変種が存在
するのは，環境の様々な状態のうちで新しい力や機能を開発する必要のある
有機体の，意識に基づく独自の努力があればこその諾だと考えれば，このレ
ヴェjレでの原理に，納得がいくはずである。
第VI章終わり
(やまぐち・やすじ 元文学部教授)
